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　お客様の事務所で打ち合わせ中、強烈な揺れ・・・。

　当然、打ち合わせを中止して帰社し、上司の指示に従い、社員の安全確認を

取ったあとは解散。

　一人暮らしなので、実家の両親に何度もメール・電話をするも繋がらず、

お腹がすいてきたので冷蔵庫を開けてみると何も無いことに気づきました。

　自転車で近隣をまわってみたものの、食料を買えるようなところはどこも空いて

おらず、途方にくれて家でじっとしていると夜に友人からメールで「大丈夫か？

食べるものあるか？」と。困っていることを伝えると、友人2人が1時間後に

スナック菓子やパンなどを車に積んで自宅まで来てくれました。この後も、

仲間のところに届けに行くと、涙が出そうでした。この時、仲間の大切さに

改めて気づかされました。

　今回は全く備えをしていなかった自分が仲間に助けられたことに感謝。

　もし、震災前に戻れたなら、自分がしっかりとできる限りの備えをし、逆に

仲間を助けて回れる立場になれるようにしたいと思いました。
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スナック菓子やパンを届けてくれる
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　地震から数日たって友人から、缶詰類、お水、保存食等、何でも、少しでも

いいから譲ってくれないかとの連絡がありました。

　その夜、その友人が訪ねてきたので「大丈夫？」と聞いたら、「俺は大丈夫だ

けど、奥さんの実家が大変な状況らしい・・・」と。聞くと、その町は津波で甚大な

被害を受けた町。ここ数日で可能な限り物資を集めて、現地まで物資を届けに

出向きたいので、仲間で手分けをして物資を集めに回っているとのこと。

　私は同行できませんでしたが、数日後、その友人がリーダーとなり、仲間数名と

一緒に、水、缶詰類、ティッシュ、トイレットペーパーなどの食料・物資をトラック

いっぱいに積み込んで、3時間かけて現地まで届けに行ったそうです。

　無事届けられたことの報告、食料を譲ってくれてありがとうとの感謝もいた

だきました。

　当時はガソリンの手配はもちろん、余震もまだあり、道路状況もひどいとき。

友人とその仲間たちは、かなりの覚悟を持って向かったそうです。

　その友人たちは今でも継続的にボランティア活動をしています。

　こういうボランティア精神は短期間で持てるものではなく、常日頃から強い

意志がある人間だからできることなんだろうと強く感じました。

トラックいっぱいの物資を被災地に届ける友人

仙台市太白区　20代　男性　会社員 仙台市青葉区　30代　男性　会社員
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　荒川消防署へ消防訓練の視察に行っている最中に地震は起こりました。

私は災害の対応のため、渋谷区にある消防学校に戻らなくてはなりません。

すでにＪＲや地下鉄などの公共交通機関がストップしていたので、タクシーを

拾って消防学校へと戻りました。道中、甲州街道には徒歩で帰宅する人々が

集まり始めていました。

　消防学校の職員約100人、生徒約50人が震災非常配備態勢に入り活動

していると、本部から帰宅困難者受け入れの指示が入りました。しかし、決まった

対策はありません。そこで急遽、計画を作成し、人員の配置、受け入れ場所、

必要な物資などを検討し、夜10時30分には受け入れを開始。トータルで208名の

方々を受け入れましたが、翌朝7時45分に最後の方が帰られるまで、誰一人と

して不平不満を言う人はなく、トラブルひとつ起こりませんでした。皆さんが

非常時にも関わらず、マナー良くルールを守って行動した結果でしょう。ゴミを

残さず、お礼を言って帰られる姿に、私たちは深い感銘を受けました。
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トラブルなく、ゴミも残さず
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　今回の震災が起こるまで、帰宅困難者の対策はなされていませんでした。

現場での臨機応変な対応が必要となります。食料、飲料水、防寒用の毛布、

怪我人の治療……そして、どうやって皆さんに来ていただくのか。

　まずは近隣の状況を手分けして調べると、代々木上原駅の周辺に大勢の

人が集まっていることが分かりました。職員が一人一人に声を掛け、看板を設置、

ライトアップして避難所のアピールを続けていると、次第に行き場を失った

人たちが集まってきたのです。

　まずは講堂と教室を開放し、男性と女性に部屋を分けました。仲間同士で

一緒に居たいという人もいましたが、セキュリティの問題だと説明すると素直に

従ってくれました。また、全員が途中で食料などを買ってきていたので、職員用

に備蓄していた食料と飲料水を使う必要はありませんでした。怪我人もハイ

ヒールで歩き続けて靴ずれした女性に絆創膏をお渡ししたくらいで済みました。

　結果、今回は無事に帰宅困難の方々を受け入れることができました。

しかし、同じ災害は２つとありません。帰宅困難者の対策は始まったばかり

なのです。

始まったばかりの帰宅困難者対策

東京都　40代　男性　消防学校職員 東京都　40代　男性　消防学校職員
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　今回、帰宅困難者の方々がもっとも必要としていたもの、それは情報です。

地震直後から携帯電話の回線がパンクしてしまったため、家族の安否確認が

取れない人も多かったはずです。そこで、避難されている方々に向けて、大きな

スクリーンでテレビのニュース映像を流すことにしました。画面には津波などの

甚大な被害が流れていましたが、同時に都内での被害が少なかったことなど、

安心できる情報も得られたので、皆さんパニックにならず冷静に過ごされて

いました。

　今回の震災では、Twitter  やSkype  で安否の連絡を取った方々の話を

よく聞きましたが、インターネットの重要性が確認されたように思います。

 インターネットでは知りたい情報をピンポイントで調べられるし、情報が早い

こともあり、それも提供するようにしました。

　深夜0時30分頃に電車の運転が再開すると、避難されている方々のなかには

帰路につく人も多かったのですが、状況が分かったために安心して朝まで

泊まっていく人もかなりの人数がいたのです。情報があるとないとでは、安心感

が違うことを痛感しました。

32 一日前プロジェクト 2011

※1 Twitterとは、web上に公開されている、140文字以内の短い投稿（ツイート）を入力して、みんなで情報を共有する無料のサービス。

※2 Skypeとは、インターネットを利用した世界中どこへでもかけられる無料の電話サービスのこと。

33一日前プロジェクト 2011

スクリーンでニュース映像を流す
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　震災の次の日は土曜日で、商店街ではイベントを予定していました。フカヒレ

スープを販売するというものです。でも、夜7時前には、この状態でイベントを

やっている場合じゃないと判断して、炊き出しとして帰宅困難者の方々に提供

しようということになりました。

　ところが、メンバーを集めようにも携帯電話がつながらない。近所の家に

行ってチャイムを鳴らして回って集まった10人ぐらいで炊き出しの準備を

始めました。いつもなら、イベントではガスコンロを持っていって現場で作るの

ですが、それでは時間がかかりすぎる。そこで、和菓子屋さんの厨房を借りて、

寸胴鍋2杯分のフカヒレスープを作ったのです。

　販売するときには丼で出す予定でしたが、より多くの人に飲んでもらいたい

ので、紙コップで提供することにしました。商店街の入り口にある広場で、夜の

9時から配り始めて11時まで、用意した400杯は2時間でなくなってしまい

ました。あの日は寒かったから、皆さんとても喜んでいました。

　たまたま次の日がイベントだったおかげで、食材があってよかったです。遠く

まで歩いて帰る人たちの助けに、少しでもなれてよかったと思います。

心も温まったフカヒレスープ

東京都　40代　男性　消防学校職員 東京都豊島区　40代　男性　自営業

※1 ※2
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　新燃岳が噴火するのを見たのは昭和34年と今回ので二度目なんですが、

あの時は水蒸気爆発だったので噴煙ちゅうのはあがらんかったとです。なので、

今回の噴火で火柱ちゅうのを見た時は、ガタガタと足が震えましたよ。

　消防団の団長をしとるもんですから、噴火から1ヵ月間は家に帰る間もなく

慌しく動いておりました。

　避難区域の住民に避難を呼びかけるんですが、中には応じてくれない人も

何人かいましてね。避難勧告でなく、拘束力のある避難指示だったらすんなり

動いてくれたんでしょうけれども。高齢化の進んでおる地域ですから、行政が

言っても聞かん人も多いんですわ。近所の人の「危ねぇから、逃ぐっど」が一番

効果的でした。

　その他に、警察と一緒になって避難区域の見回りなどをしましたよ。悲しい

かな、避難中に空き巣などを企てる不届き者が現れるのも災害時の特徴です

からね。

消防団員は避難の呼びかけと地域の見回りで大忙し

高原町　60代　男性　消防団団長

1
ヵ
月
か
か
っ
た
灰
の
除
去

　その日は学校で研究会を予定しちょったんですよ。午後３時15分くらいです

かね、山からモクモクと噴煙が上がっちょるのが見えたんですわ。そうしたら

突然、シャーという音がしだしましてね。校舎の窓ガラスに灰が降り注ぐ音

だったんです。昼間なのに外はだんだん薄暗くなってくるし。これはただ事じゃ

ないと、残っている生徒の親御さんに連絡して大至急迎えに来てもらいました。

家に帰っても、山からはグワグワと不気味な音が聞こえてきますし、生きた心地

がせんかったですね。

　次の日、教育委員会から視察に来られたんですが、その時に2回目の爆発

的な噴火が起こりまして、ただちに臨時休校を決定したわけです。

　積もった灰の除去には1ヵ月くらいかかりました。ボランティアで全国に3台

しかないバキュームカーが駆けつけてくれて、一日かけて中庭の灰を取り除いて

くれました。マスクなんかの支援物資もたくさん頂きまして、日本人の優しさに

感動しましたよ。

支援のありがたさを実感

都城市　50代　男性　学校関係者
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　この地域には畜産農家がたくさんあるのですが、あの時はJAと協力して

この辺の和牛360頭を隣の市の畜産市場に避難させました。若い世代が

残っておればいいんですが、やはり高齢化が進んでおるもんで、農家も年寄り

ばかりでしょう。それはもう大変でしたよ。口蹄疫の避難が済んでからすぐの

避難でしたからね。

　数軒ですが、畜産をやめてしまった農家もありました。受難が続いたもんです

から、それも仕方ないのかも知れませんね。

　米や畑作もやりよっとですが、田んぼや畑に灰が積もってしまったもんで、

土壌の性質が変わってしまったですね。刈取った稲は、頭の方が黒ずんで、

穂の先も少しおかしいのが出来ました。

　表面的な被害は済んでも、土壌にどんな影響を与えたかっちゅうのはこの

先を見てみないと、まだはっきりとしたことは分からんですね。

例年と違う稲のでき

高原町　80代　男性　農畜産業

店
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　お店が避難区域に指定された時はどうしようかと思いました。野菜は生もの

ですから置いておくわけにもいかないですしね。そうしたら、宮崎市内にある

お店が「うちの店舗を使って」と申し出てくれまして、その日の朝に職員みんなで

そちらに商品を移動させ、そこで販売させてもらいました。ありがたくて涙が

出る思いでした。

　お店には毎日、30件くらい野菜の持ち込みがあるんですが、大根やサトイモ

などの根もの以外の野菜は全て食べられない状態になってしまいました。

灰は粒子が細かいので、葉に刺さり、水でどんなに洗い流しても取り除くことが

できないんです。葉ものを専門に扱う農家さんたちは噴火によって収入がゼロに

なってしまったんですよ。可哀そうで、かける言葉も見つかりませんでした。

　ようやく、全てが元通りになったのは9月に入ってからです。それまでは店の

前の道路に灰が舞い、県外からのお客さんもほとんどいらっしゃいませんでした。

本当に長かったです。

洗っても落ちない葉もの野菜についた灰

高原町　60代　女性　野菜直売所職員
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簡単な手順を紹介します

まず、過去の自然災害（地震、水害）の中から対象を選ぶ

その災害の被災経験者や災害対応経験者に声をかける

みんなが集う場所と時間を設定する

なごやかな雰囲気の中で、当時を思い出しながら、体験したり感じたことを話し合ってもらう

※所要時間は２時間

※話し手は、２～４人が適当

聞き手

聞き手

気 づ き 共 感 反 省

「一日前プロジェクト」とは、地震や水害などの自然災害で被災した方や災害対応の経験をもつみなさまにお集りいただいて、
● 被 災 前 後 の 行 動
● 体 験 を 通 じ て 上 手くいったと思 うこと、失 敗し たと思 うこと
● もう一 度 災 害 が 発 生し た なら ば 、次 はど の ように行 動し た い か
● そ の た め に日 頃 から何 を 準 備し て お け ばよ かった か

といった本音の話をお聞かせいただき、これらの話から導き出されるさまざまな教訓や身につまされる体験をショートストーリー
（エピソード）に取りまとめるという活動です。
　こうして取りまとめたエピソードを広く活用・普及させることで、地域のコミュニティや国民一人ひとりに、防災・減災への関心
や意識を高めていただくことを目的としています。
　ここで紹介する物語は、ほんの一部です。一日前プロジェクトから生まれた物語は、内閣府の「災害被害を軽減する国民運動
のページ」 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html に掲載されています。ぜひ、
アクセスしてみてください！きっと、あなたの心を動かす物語が見つかるはずです。

■一日前プロジェクトの物語・イラストは、非営利の目的であれば、広報誌やパンフレットなどご自由にお使いいただけます。
「災害被害を軽減する国民運動のページ」（ https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ ）からダウンロードしてください。

みんなでやってみよう!
一日前プロジェクト

「教訓」や「知恵」につながる部分を拾い出し、タイトルをつける

テープ起しなどを基に、拾い出した部分を物語にする

作成した「物語」を地域や職場のみんなに読んでもらう

レコーダー

※物語は、300～500字程度で、できるだけ切り口を残して編集
※物語の情景をあらわすイラストや写真等を添えると効果的



に戻れたら…

私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと

 『一日前プロジェクト』 エピソード集
いち にち まえ
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